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第５１次国会請願署名・募金のお願い 
 

 今年も国会請願の時期が近づいてきました。署名・募金の活動期間は、11月から12月末まで

の2ヶ月間を予定しています。 

 毎年の取り組みが負担になっていることに加え、コロナ禍では大変かと思われますが、私たち

の医療、福祉を後退させないために、是非皆様のご協力をお願いいたします。 

 なお、署名用紙は、10月17日（日）の第49回通常総会にて各病院腎友会代表へお渡し、個人

会員の皆様へは直接郵送いたします。 
 

【請願６項目】 
 

1. 新型コロナウイルス感染症対策において、私たち腎臓病患者を含め基礎疾患を有する者

に対する感染防止策の強化はもちろんのこと、ワクチン接種、有効な治療薬の開発及び治

療体制の確保等についてもしっかりと推進してください。 
 

2. 腎臓病の早期発見と重症化予防に向け、総合的対策とともに多職種が連携した取り組みに

ついても推進してください。 
 

3. 医療ニーズのある腎臓病患者の利用者であっても、安心して介護保険施設に入所できるよ

う、人的・財政的措置をご検討ください。 
 

4. 高齢人工透析患者の増加により通院困難者が増えています。国と地方自治体が連携し、通

院を保障する体制を整備するよう努めてください。 
 

5. 広域災害発生時における人工透析患者について、治療施設の確保をはじめ生活の場及び

通院手段の確保など国と地方自治体が連携し、患者目線での対策の策定をお願いします。 
 

6. 改正臓器移植法による腎移植の推進及び再生医療の研究が進むよう努めてください。 

 

〈 署名の注意点 〉 

・ 署名は自筆でお願いします（自筆の場合は押印不要） 

・ 代筆の場合は、代筆した方の印鑑ではなく、代筆を頼んだ方の印鑑（氏名欄にある氏名の

方）を押してください。なお家族などで姓が同じ場合でも個別の印鑑を使用してください。 

・ 住所は都道府県名から書いてください。姓・住所が同じでも「〃」「同上」などで省略しないで

ください。また集合住宅の場合は建物名・部屋番号までお書きください。 

・ 訂正は２本線（＝）を引いて書き直してください。修正ペン（液）などは使用しないでください。 
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おくやみ 

⚫ 池森 幸雄 殿 個 人 会 員 享年 77歳 

⚫ 吉川 甚一 殿 長 谷 川 病 院 享年 89歳 

⚫ 堀田 憲秋 殿 泉が丘内科クリニック 享年 74歳 

⚫ 米山 睦緒 殿 黒 部 市 民 病 院 享年 79歳 

⚫ 筒井 文利 殿 南 砺 市 民 病 院 享年 83歳 

⚫ 出戸 久典 殿 城南内科クリニック 享年 70歳 

⚫ 桝谷 節雄 殿 富山赤十字病院 享年 81歳 

⚫ 中  秀 晃 殿 あ さ な ぎ 病 院 享年 63歳 

⚫ 野村 治夫 殿 済生会高岡病院 享年 63歳 
 

謹んでご冥福をお祈り致します 

 

全腎協が厚労省へ要望書提出 
 

 全腎協では、人工透析患者など基礎疾患を有する者が感染した場合の重篤化への懸念から 9 月

10日付にて厚生労働大臣あてに要望書を提出しました。要望事項は以下のとおりです。 
 

1.  人工透析患者が安心して療養できるよう国、都道府県、透析専門医の団体、学会が連携し、早

急な対策にお取り組みください。 

 ワクチンの接種率、効果の発現については地域によって差がありますが、9月 2日現在、人工透

析患者の感染者は 2,441名、死亡者 382名と急増しています。そのため、感染した透析患者の受

け入れ医療機関・入院ベッドが不足しています。 

 また、中・軽症の陽性患者は在宅または指定宿泊施設からの通院も余儀なくされ、その通院も

困難な状況な地域もある実情をご賢察いただき。引き続き人工透析患者が安心して療養できるよ

うお取り組みをお願いいたします。 
 

2.  日本透析医会・日本透析医学会・日本腎臓学会 新型コロナウイルス感染対策合同委員会から

も既に希望されております、透析患者の抗体カクテル療法である点滴静注射剤の投与に関して、

早期の確実な実施、入院困難な地域での外来での投与を推進されるようお願いいたします。また

併せて、各自治体が医療施設において透析患者に対する治療薬の確実な確保が図られるよう十

分な連携をお願いいたします。 

今後の予定 
⚫ 第 49回総会 10/17    サンシップ 

⚫ 糖尿病講演会 11/13 富山県民会館 
 

※今後の状況により中止又は延期する場合があります 

 

透析患者のための勉強会 

⚫ 日 時 令和 3年 10月 31 日（日） 

10：30～12：30（受付 10：00～） 

⚫ 場 所 サンシップとやま 6 階 602・603・604 
   富山市安住町 5-21☎076-432-6141 

⚫ 参加費 無料 

⚫ 内 容 

① 講演「しっかり食べることの大切さ」 

講師 富山労災病院 

栄養管理室長 橋本今日子先生 

② 講演「透析医はなぜこの検査をするの？ 

                何を診ているの？」 

 講師 富山労災病院 

腎・高血圧科 部長 絹野裕之先生 

⚫ 申 込 

① 会場受講をご希望の方は、病院腎友会代

表へお声かけください。 

② Zoomでの参加をご希

望の方は右側の QR コ

ードまたは下記 URL か

らお申込みください。 

https://zoom.us/webinar/register/

WN_akxqEGvmQQysWyzV6X1PzQ 

第 50回理事会 
 

 9 月 19 日（日）富山市総合社会福祉センターにおい

て開催され、理事 11 名（書面表決 3 名含む）、監事 2

名、相談役 1名が出席しました。 

 理事会では、第 51 次国会請願署名及び募金活動

（案）、役員選考委員の選任（案）、中間決算監査の実

施（案）が承認され、10 月 17日（日）の第 49回総会に

付議されます。 

訃 報 
 本会副会長兼事務局長の中秀晃さんが 9月 29日に

ご逝去されました。 

 中さんは平成 24年から 10年にわたり本会役員を務 

められ、会の運営にご尽力いただきまし

た。中さんのこれまでの功労に感謝すると

ともに、謹んでご冥福をお祈りいたします。 


